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2019年度
ナショナルバイオリソースプロジェクト
基盤技術整備プログラム
課題提案書様式
2018年12月


（様式１）
ナショナルバイオリソースプロジェクト課題提案書
（基盤技術整備プログラム）
	申請課題名
（英語表記）
	△△に関する技術開発、〇〇に関する研究
Development of △△, Study of ○○
	対象とする
生物種名
	

	公募名（事業名）
	

	実施期間
	２０１９年　５月　１日　　～　　２０２０年　３月　３１日（　2　年間）

	分野
	


	分科
	

	細目
	○○（※e-Radの研究分野（主）の「研究の内容」を記入）

	細目表　　　
キーワード
	○△□、○□△（※e-Radの研究分野（主）の「キーワード」を記入

	細目表以外の
キーワード
	

	代表機関課題管理者　氏名
	（フリガナ）
	〇〇〇〇　〇〇〇

	
	（漢字等）
	〇△　〇□　　　　　Mr. Yyyy Yyyyyy

	所属機関
	○○○○大学

	住所
	〒XXX-XXXX

	電話番号
	XX-XXXX-XXXX
	ＦＡＸ
	XX-XXXX-XXXX

	E-mail
	YYY@YY.jp

	部局
	△△△学部△△△学科

	職名
	△△△

	経理事務
担当者氏名
	□□　□□
	経理担当部局名・連絡先等
	○○○○大学管理部○○課
電話番号：        　　FAX番号：
E-mailアドレス：

	分担機関課題管理者　氏名※
	（フリガナ）
	〇〇〇〇　〇〇〇　※全ての分担者について記載

	
	（漢字等）
	□□　○○　　　　 Ms. Zzzz Zzzzz

	所属機関
	△□大学

	住所
	〒222-2345

	電話番号
	XX-XXXX-XXXX
	ＦＡＸ
	XX-XXXX-XXXX

	E-mail
	YYY@YY.jp

	部局
	△△△学部△△△学科

	職名
	△△△

	経理事務
担当者氏名
	○△　○△
	経理担当部局名・連絡先等
	△□大学管理部○○課
電話番号：        　　FAX番号：
E-mailアドレス：


※　分担機関課題管理者等は全ての分担者について記載してください。また、人数に応じて適宜記入欄を追加してください。
※記入例と説明文（青字＆斜体の全ての箇所）、及び、（表紙）を削除して提出して下さい。
各年度別経費内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	大項目
	中項目
	2019年度
	2020年度
	年度
	　　年度
	　　年度
	計

	直
接
経
費
	1.物品費
	設備備品費
	
	
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	

	
	2.旅　費
	旅　費
	
	
	
	
	
	

	
	3.人件費
　・謝金
	人件費
	
	
	
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	
	
	
	

	
	4.その他

	委託費
	
	
	
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	
	
	
	

	
	小　計
	
	
	
	
	
	

	一般管理費
（上記経費の10%以内）
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	
	


研究組織（代表機関課題管理者及び分担機関課題管理者）
	
	氏名（年齢）

研究者番号
	所属機関
部局
職名
（所属機関と、主たる研究場所が異なる場合は、主たる研究場所についても記載のこと。）
	現在の専門
学位（最終学歴）
役割分担
	2019年度
事業経費※1
（千円）
	エフォート
（％）

	代表機関課題管理者
	〇△〇□（XX）
12345678
	○○○○大学
	△△△
	X,XXX
	XX

	
	
	△△△学部△△△学科
	△△博士（○○大学）
	
	

	
	
	△△△
	△△△
	
	

	同上
	
	（主たる研究場所）
△□大学
	
	X,XXX
	XX

	
	
	△△△学部△△△学科
	
	
	

	
	
	□□□
	
	
	

	分担機関課題管理者
	□□○○（XX）98765432
	△□大学
	□○□
	X,XXX
	XX

	
	
	△△△学部△△△学科
	○○博士（□△学）
	
	

	
	
	□□□
	□□□□□
	
	

	
	
	（主たる研究場所）
△□大学
	
	X,XXX
	XX

	
	
	△△△学部△△△学科
	
	
	

	
	
	□□□
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計　2名
	事業経費合計
	X,XXX
	


※1　事業経費については、直接経費を記載してください。 

※2　事業全体の直接経費を記載してください。分担機関は、代表機関との委託契約を締結していただ

き、その事業経費は代表機関の委託費に計上となりますので、代表機関の事業経費と同額になります。
（様式２）

全　体　計　画
	申請課題名
	
	対象とする生物種等名
	

	代表機関名
	
	代表機関課題管理者名
	

	整備する基盤技術等の内容と整備計画


	何を、どのようにして、何を得ようとするのか、計画を具体的に記述してください。
背景、目的、意義、効果等については次項以降で記載してもらいますのでここでは不要です。


	（ａ）整備する基盤技術等の意義

	背景、目的、意義、効果等について、以下の点を含めて記載してください。
・ライフサイエンス研究の進展に不可欠であるか。
・収集・保存・提供事業の質的向上、効率化に不可欠であるか。
・バイオリソースの開発については、研究者コミュニティからの要望の高いリソース開発である
ことを、学会等からの要望などで具体的に示しているか。
・他の基盤技術の開発に優先して実施すべきものであるか。

・我が国が独自性を発揮した研究、あるいは既に高いポテンシャルを有する研究を進めていく上で重要であるか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等について記載して下さい。


	（ｂ）NBRPとしての適切性

	・NBRPで実施する必要性はあるか。
・リソースを利用する研究者のニーズに応えることができるか。

・国際的に高い評価を得る研究の推進に寄与することができるか。

・新たなユーザーの獲得が期待できるか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　等について記載して下さい。

	（ｃ）実施計画の適切性



	・基盤技術の整備計画は、効率的、効果的なものであるか。
・応募経費の内容は妥当であり、有効に使用されることが見込まれるか。

・得られる成果は当該生物種の中核的拠点及び他のNBRP関連機関が使うことができるか。バイオリソースの開発については、中核的拠点が提供できるバイオリソースとして、その成果を実施期間内または期間終了後遅滞なく中核的拠点に来たくすることができるか。
・これまでに本プログラムの支援を受けたことがある場合は、その実績、成果がNBRP事業に反映されているか、及び今回の申請課題と関連性があるか。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等について記載して下さい。



	（ｄ）実施体制の適切性


	・当該申請課題を適切に実施できる体制であるか。
・複数の機関で行う場合、分担機関を設置することが妥当であるか。
また役割分担は適切であるか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等について記載して下さい。

	（ｅ）大学・研究機関、研究者コミュニティ等の支援体制の適切性


	・大学・研究機関等は当該申請課題の実施を支援する体制を有しているか。
・当該申請課題に関する生命倫理・安全等に関する取組は十分行われているか。

・研究者コミュニティの支援はあるか。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　等について記載して下さい。


（様式３－１）

代表機関・分担機関毎の計画概要（代表機関）
  機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　課題管理者：

	ａ）申請機関の達成目標

	

	ｂ）目標達成に向けた実施計画、実施体制
実施体制図を様式３別紙1として添付してください。（代表機関のみの申請の場合は記入不要）

	

	ｃ）2019年度の計画項目及び実施時期,



	様式３別紙２に記入してください。

	ｄ）年度別所要経費概算

	直接経費
	大項目
	中項目
	予定経費（単位：千円）

	
	
	
	2019年度
	2020年度

	
	物品費
	設備備品費
	
	

	
	
	消耗品費
	
	

	
	旅費
	旅費
	
	

	
	人件費・謝金
	人件費
	
	

	
	
	謝金
	
	

	
	その他
	委託費
	
	

	
	
	その他（諸経費）
	
	

	（A）直接経費小計
	
	

	（B）一般管理費
（直接経費の【10】%以内）
	
	

	合計（A+B）
	
	

	ｅ）購入予定の設備備品

	

	ｆ）所要額の積算根拠

	


（様式３－２）

代表機関・分担機関毎の計画概要（分担機関）
   機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　課題管理者：
	ａ）申請機関の達成目標

	

	ｂ）年度別所要経費概算

	直接経費
	大項目
	中項目
	予定経費（単位：千円）

	
	
	
	2019年度
	2020年度

	
	物品費
	設備備品費
	
	

	
	
	消耗品費
	
	

	
	旅費
	旅費
	
	

	
	人件費・謝金
	人件費
	
	

	
	
	謝金
	
	

	
	その他
	委託費
	
	

	
	
	その他（諸経費）
	
	

	（A）直接経費小計
	
	

	（B）間接経費※1
（直接経費の30%目安）
	
	

	（C）合計（A+B）※2
	
	

	※1, 委託契約は間接経費ですので、30%目安で設定してください。
※2, 分担機関は、委託先ですので、（C）合計を、代表機関の「委託費」に記入してください。

	ｃ）購入予定の設備備品

	

	ｄ）所要額の積算根拠

	


様式３　別紙１
実施体制図
代表機関、分担機関の組織（所属機関と主たる実施場所が異なる場合については、主たる実施場所についても記載）、体制、連携、協力体制等について体制図を記載してください。各機関の役割が分かるように記載してください。また、課題の運営・推進及び進捗管理等の体制や方法について記載してください。
【体制図記載例】
角丸四角形：大学等、楕円：企業、長方形：AMED、点線矢印：契約の流れ、二重矢印線：試料、情報等のやりとり、分担












様式３　別紙２
2019-2020年度の計画項目及び実施時期
代表機関及び分担機関を合わせた計画項目及び実施時期を記載してください。
	計画項目
	担当者
氏名
	実施時期（2019年5月～2021年3月）

	
	
	2019.5-7
	2019.8-
11
	2019.12-2020.3
	2020.4-.7
	2020.8-
11
	2020.12-2021.3

	１．○○関連遺伝子発現解析
・○○遺伝子の同定
・○○遺伝子発現解析
	
	
	
	
	
	
	

	２．○○モデル動物の開発と検証
・○○モデル動物の開発
・○○モデル動物の検証
	
	
	
	
	
	
	

	３．○○イメージング解析
・○○関連データの取得
・○○ソフトの開発
・データ解析
	
	
	
	
	
	
	

	４．○○診断法の開発
・○○相関関連メカニズムの解明
・診断法の開発と検証
	
	
	
	
	
	
	


（様式４）

代表機関・分担機関毎の研究者調書等
  代表機関・分担機関の別：
  機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題管理者：

ａ）課題管理者及び課題管理協力者※（研究者ごとに記載してください）
	研究者名
	役　職
	最終学歴
（学位）
	専　門
	本申請における
分担業務
	任期の有無
	ｴﾌｫｰﾄ
(%)
	雇用の
財源

	（課題管理者）
○○　○○
	特任准教授
	□□大学大学院□□研究科修了（××博士）
	分子生物学
	△△系統の配列情報出力
	有
	□%
	運営費交付金

	（課題管理協力者）
○○　○○
	准教授
	□□大学大学院□□研究科修了（××博士）
	実験動物学
	△△系統の配列情報出力
	無
	□%
	運営費交付金

	（課題管理協力者）
○○　○○
	特任助教
	□□大学大学院□□研究科修了（××博士）
	○○○○学
	△△△△△△
	有
	□%
	運営費交付金

	（課題管理協力者）
○○　○○
	研究員
	□□大学大学院□□研究科修了（××博士）
	○○○○学
	△△△△△△
	有
	80%
	本申請課題経費

	（課題管理協力者）

	
	
	
	
	
	
	

	（課題管理協力者）

	
	
	
	
	
	
	

	（課題管理協力者）

	
	
	
	
	
	
	


※課題管理協力者とは、課題管理者が管理する業務を協力して実施する研究者で、協力した業務に関して責任を負う者をいいます。
ｂ）研究者調書（研究者ごとに記載してください）
	研究者氏名
	
	部署（部局、教室名）･役職名
	

	①当該リソースに関する経験、知識


	

	②研究業績（本申請に関連したもの5件以内）


	発表論文名・著書名（論文、著書名、著者名、学協会誌名、巻（号）、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。）

	


ｃ）NBRP及び他制度の研究資金の応募・受入等の状況・エフォート

（１）応募中の研究費
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）
	研究課題名
（研究代表者氏名）
	役割(代表・分担の別)
	平成30年度の研究経費
（直接経費）
 [期間全体の額] 

(千円)＊
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由


	【本応募課題】
（2019  ～2020 ）
	○○と△△の相関に関する実験的研究
（○○○○）
	代表
	6,000

[18,000]
	30
	（総額21,000千円）*

	科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究（H31~H32・日本学術振興会）
	○○と△△の□□への依存性に関する調査研究（○○○○）
	代表
	3,000

[9,000]
	20
	研究とは××の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。
（総額　9,000千円）*

	2019年度○○財団研究助成金（H31・○○財団）
	××と□□の研究
（○○○○）
	分担
	1,000

[1,000]
	10
	本研究とは××の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。




（２）受入（予定）の研究費
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）

	研究課題名
（研究代表者氏名）

	役割(代表・分担の別)
	平成30年度の研究経費
（直接経費）
[期間全体の額]
(千円)＊
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由


	2018年度○○財団研究助成金（H30・○○財団
	××と□□の研究
（○○○○）
	代表
	1,000

[1,000]
	10
	本研究とは××の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。
（総額　5,000千円）*

	○○事業（2017～2021・AMED）

	××と□□の研究
（○○○○）
	分担
	1,000
[5,000]
	10
	本研究とは××の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。



　*（　）内には、実施期間全体の直接経費の合計を記載してください。
（３）その他の活動　　　エフォート：　２０　％
（様式５）
機関に係る情報
　
  代表機関・分担機関の別：
  機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　課題管理者：

ａ） 大学・研究機関等の概要
	①機関名
	

	②機関の長
	役職名
	
	氏　名
	　　　　　　　　　　　

	③事務責任者
	役職名
	
	氏　名
	　　　　　　　　　　　

	④機関の設置の目的及び業務の内容
	

	⑤本申請に関連する施設・設備の概況
	


ｂ）本申請に対する機関の取組等
	①本申請に対する機関の取組

	

	②知的財産権（生物遺伝資源移転同意書（MTA）を含む）に関する体制及び取組

	

	③動物実験、遺伝子組換え生物等の使用等の生命倫理・安全に関する取組に関わる法令・指針等を遵守する体制（公募要領P１６「◎動物実験、遺伝子組換え生物等の使用等の生命倫理・安全に関する取組に関わる法令・指針等」を遵守する取組・体制）

	


（別紙３）※分担機関がある場合のみ提出してください（分担機関ごとに作成）。
平成３１年　　月　　日　　
承　　　　諾　　　　書
（代表機関の課題管理者の所属機関名・職名）

（代表機関の課題管理者の氏名）　殿
（分担機関の機関名・所属長の職名）

（所属長の氏名）　　　　　　　公印
  「ナショナルバイオリソースプロジェクト」の研究課題の募集に対し、当機関（研究所）の職員が、下記により応募することを承諾いたします。
記
１．研究課題名　：　（課題名を記載）  
２．研究者氏名　：　（氏名のみ記載）
（課題管理者・課題管理協力者を記載）
· 所属機関長の氏名・職印は、学部長、附属研究者等の部局の長が承諾書に関する権限を委任されている場合は、こられの部局長の氏名・職印で差し支えありません。

· 同一の課題について、同一の機関から複数の研究者が参加しようとする場合は、「２．研究者氏名」に連記して差し支えありません。

（別添）要約（英文・和文）
Summary of Proposal
* Please limit this “Summary of Proposal” form to two pages.

 1. Project title 
Nam eu lorem congue tortor volutpat scelerisque quis aliquet augue: Phasellus non dui id metus facilisis tincidunt
2. Principal investigator 
· Name 


Hanako Iryou　　　　

· Sex　


Female
· Researcher ID（8 digits） 
XXXXXXXX
· Date of birth 


19XX / XX / XX  (YYYY/MM/DD)
· Affiliation 


ZZZZZZ University
· Department 


Department of YYYYYY
· Position title 


Professor
· E-mail address 

ZZZZZZ@YY.jp
 3. Abstract (400 words maximum) 

Outline your research proposal, mentioning the anticipated results, in 400 words or less.
Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur adipiscing elit. Mauris vel tellus faucibus, iaculis elit quis, semper lectus. Nam ac odio at enim congue malesuada id nec dolor. Etiam dignissim varius orci, id sodales diam volutpat eget. Vestibulum scelerisque posuere dolor id scelerisque. Quisque euismod dignissim felis non blandit. Integer lobortis libero finibus eros interdum consequat. Cras non nunc ultrices, tempus odio eu, fermentum tellus. Quisque sem massa, venenatis a purus eget, bibendum sollicitudin ante. Duis consectetur lobortis augue, at venenatis arcu gravida nec. Nam eu lorem congue tortor volutpat scelerisque quis aliquet augue. Phasellus non dui id metus facilisis tincidunt. Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur adipiscing elit. Mauris vel tellus faucibus, iaculis elit quis, semper lectus. Nam ac odio at enim congue malesuada id nec dolor. Etiam dignissim varius orci, id sodales diam volutpat eget. Vestibulum scelerisque posuere dolor id scelerisque. Quisque euismod dignissim felis non blandit. Integer lobortis libero finibus eros interdum consequat. Cras non nunc ultrices, tempus odio eu, fermentum tellus. Quisque sem massa, venenatis a purus eget, bibendum sollicitudin ante. Duis consectetur lobortis augue, at venenatis arcu gravida nec. Nam eu lorem congue tortor volutpat scelerisque quis aliquet augue. Phasellus non dui id metus facilisis tincidunt. Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur adipiscing elit. Mauris vel tellus faucibus, iaculis elit quis, semper lectus. Nam ac odio at enim congue malesuada id nec dolor. Etiam dignissim varius orci, id sodales diam volutpat eget. Vestibulum scelerisque posuere dolor id scelerisque. Quisque euismod dignissim felis non blandit. Integer lobortis libero finibus eros interdum consequat. Cras non nunc ultrices, tempus odio eu, fermentum tellus. Quisque sem massa, venenatis a purus eget, bibendum sollicitudin ante. Duis consectetur lobortis augue, at venenatis arcu gravida nec. Nam eu lorem congue tortor volutpat scelerisque quis aliquet augue. Phasellus non dui id metus facilisis tincidunt. Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur adipiscing elit. Mauris vel tellus faucibus, iaculis elit quis, semper lectus. Nam ac odio at enim congue malesuada id nec dolor. Etiam dignissim varius orci, id sodales diam volutpat eget. Vestibulum scelerisque posuere dolor id scelerisque. Quisque euismod dignissim felis non blandit. Integer lobortis libero finibus eros interdum consequat. Cras non nunc ultrices, tempus odio eu, fermentum tellus. Quisque sem massa, venenatis a purus eget, bibendum sollicitudin ante. Duis consectetur lobortis augue, at venenatis arcu gravida nec. Nam eu lorem congue tortor volutpat scelerisque quis aliquet augue. Phasellus non dui id metus facilisis tincidunt.
 4. Keywords (10 items maximum) 

List as many as 10 terms that most likely represent the essence of the proposed research.
1. AAAAAAAAAAAA  2. BBBBBBBBBBBB  3. CCCCCCCCCCCC  4. DDDDDDDDDDDD  

5. EEEEEEEEEEEE  6. FFFFFFFFFFFF  7. GGGGGGGGGGGG  8. HHHHHHHHHHHH  

9. IIIIIIIIIIII  10. JJJJJJJJJJJJ
 5. Publication list (10 items maximum) 
List as many as 10 peer-reviewed articles published in English in reverse chronological order (most recent first), and specify the most relevant one(s) with an asterisk(s) (*).

1. 

*2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10.
課題提案書要約
※本「課題提案書要約」は２頁以内に収めてください。

 １．申請課題名 
△△△△の創出を目指した研究

２．申請代表者 
· 氏名 


医療　花子
· 性別


女
· 研究者番号（８桁）
 
XXXXXXXX
· 生年月日（西暦）

19XX 年 XX 月 XX日 
· 所属研究機関

○○○○大学
· 所属部局 


△△△学部
· 職名 


教授
· 連絡先（E-mail） 

ZZZZZZ@YY.jp
 ３．アブストラクト 

1000文字以内で簡潔に記載してください（期待される成果も含む）。

○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
 ４．キーワード（10単語以内） 

提案内容を示す、適切かつ重要と思われる単語を記載してください。
1．△△感染症　　2．○○合成阻害剤　　3．国際展開　　．．．．．．

※以下「課題提案書様式記入要領」ページは、全て削除して提出して下さい。
課題提案書様式記入要領
ナショナルバイオリソースプロジェクト
【基盤技術整備プログラム】

※記入例と説明文（青字の全ての箇所）、及び、前ページ（表紙）を削除して提出して下さい。
課題提案書の作成に当たっては、下記のことに留意しつつ公募要領に基づいて、申請代表者が責任をもって作成願います。

１　全体共通
１．原則としてフォントは明朝体、サイズは10.5ポイントを使用して日本語で作成してください。なお、「Summary of Proposal」は、課題提案書要約を英文で作成して下さい。
２．各項目の記載分量が多くなる場合は、適宜枠を広げて記載ください。　　
３．課題提案書は次の順番に並べて提出してください。
１　様式1
２　様式2

３　様式3-1　代表機関

４　様式3-2　分担機関
５　様式3 別紙１　実施体制図
６　様式3 別紙2  2019年度の計画項目及び実施時期
７　様式4　代表機関
８　様式4　分担機関
９　様式5　代表機関
１０　様式5　分担機関
１１　別紙3（分担機関のみ）
１２　（別添）要約　（英文･和文）
４．課題提案書には、通し番号を各ページの下中央に必ず記入してください。
２　（様式1）
１．申請課題名

本プロジェクトの事業期間終了時までの事業内容を表す申請課題名を選定してください。事業期間中の申請課題名の変更は認めません。ただし、課題選考の結果、申請課題名の変更を求める場合があります。

２．対象とする生物種等

本プログラムにて増殖、品質管理、保存、提供等に関わる技術開発を行おうとするバイオリソースの生物種等（例：ラット、ショウジョウバエ、コムギ、酵母）を記入してください。

３．代表機関

　機関名は「○○大学」、「○○研究所」等の法人名を記入してください（「○○学部」等の部局名ではありません）。

４．代表機関課題管理者

　　代表機関の長から指名された研究者に係る情報を記入してください。

５． 分担機関

機関名は「○○大学」、「○○研究所」等の法人名を記入してください（「○○学部」等の部局名ではありません）。また、分担機関が参加する場合には、分担機関の承諾書（別紙１）が必要となりますので、承諾書（公印を押したもの）をスキャンしたPDFを課題提案書にまとめたファイルとして提出してください。
６．各年度別経費内訳
年度別の実施機関全体の直接経費の所要見込額を各項目別に千円単位（千円未満は切り捨て）で記入してください。一般管理費とは事業費に対して一定比率（10％以内）で手当され、一般管理業務に必要な経費として、AMED が支払い、実施機関が使用する経費です。
７．研究組織（代表機関課題管理者及び分担機関課題管理者）
各機関の課題管理者を記入してください。また、各機関の2019年度所要見込額（直接経費、一般管理費は含まない）の合計、実施機関全体の所要見込額（直接経費）を千円単位（千円未満は切り捨て）で記入してください。
３　（様式3）

　様式3は申請機関毎に作成してください。様式3-1、様式3別紙1及び様式3別紙2は代表機関が、様式3-2は分担機関が作成してください。
ａ）申請機関の達成目標

全体計画の目標達成に向けて、申請機関が掲げる目標を記入してください。
ｂ）申請機関の目標達成に向けた実施計画、実施体制

全体の実施計画の業務の年次計画、実施体制を記入してください。体制図は、様式３別紙１に記入してください。なお、代表機関のみが実施機関となる場合は記入不要です。
ｃ）年次計画及び計画項目（代表機関のみ）
全機関で計画している業務の実施期間を、様式３別紙２に、業務項目毎に矢印で示してください。

ｄ）年度別所要経費概算
様式３－１、代表機関の場合
申請機関の年度毎の所要経費の概算を千円単位（千円未満は切り捨て）で記入してください。また、合計額は、（様式１）の「研究組織（代表機関課題管理者）」と一致させてください。

· 申請機関の年度別所要経費の概算を費目別、また、種別に千円単位（千円未満は切り捨て）で記入してください。また、年度毎の申請機関全体の費目別の合計額は、（様式１）の「各年度別経費内訳」と一致させてください。

· 各費目の経費については26頁の「６　各費目の経費の例示」を参考に記載してください。
詳細は、AMED「補助事業事務処理説明書」※を参照してください。

※  「事業手続き（様式集など）＞事務処理説明書･様式集（補助事業）」https://www.amed.go.jp/keiri/youshiki_hojo.html
様式３－２、分担機関の場合
　「分担機関」は、「代表機関」と委託契約を締結して、委託先となります。また、間接経費を上限30%目安で計上可能です。「分担機関」の直接経費と間接経費を加算した金額「（C）合計」を代表機関の委託費に記載してください。
ｅ）購入予定の設備備品

　　「ｄ）年度別所要経費概算」の「設備備品費」に計上している設備備品の名称（形式を含む）、単価、購入数、購入予定年度、使用目的を記入してください。

ｆ）所要額の積算根拠

年度別にどのような業務にどのような経費が掛かるのか、簡潔に記入してください。
４　（様式4）
　様式4は申請機関毎に作成してください。

ａ）課題管理者及び課題管理協力者

申請機関において、申請課題の業務に従事する研究者の名前、役職等を例に倣って記入してください（例は削除してください）。

ｂ）研究者調書

「ａ）課題管理者及び課題管理協力者」に記入した研究者毎に、当該リソースに関する経験や知識をどの程度有しているのか、また、本申請に関連した研究業績（5件以内）を記入してください。
ｃ）NBRP及び他制度の研究資金の応募・受入状況･エフォート
代表機関課題管理者、分担機関課題管理者がNBRP及び他制度（外部資金等）による助成を受けているもの及び申請中のものがある場合には、様式に沿って必要事項を記載してください。研究経費は，直接経費の合計を記入してください。該当がない場合には、「助成制度」の欄に「なし」と記入してください。
５　（様式5）
　様式5は申請機関毎に作成してください。
ａ）大学・研究機関等の概要

· 申請機関（学部等の部局ではありません）の名称、機関の長、事務責任者（契約担当理事、事務局長等の契約担当役）、機関の設置の目的及び業務の内容、本申請に関連する施設・設備の概況を記入してください。

ｂ）本申請に対する機関の取組等

各機関が本申請に対してどのような取組を考えているのか、知的財産権（生物遺伝資源移転同意書（MTA）を含む）に関してどのような体制が整備され、どのように取り組んでいるのか、動物実験、生命倫理・安全等の法令・指針等に関してどのような体制が整備され、どのように取り組んでいるのかを記入してください。
６　各費目の経費の例示
（補助事業事務処理説明書平成30年度版より抜粋）
直接経費は、業務・事業の実施に直接的に必要な経費です。
a)【大項目】物品費

（ア）【中項目】設備備品費：

取得価格10万円以上で、かつ耐用年数1年以上の補助事業用設備・備品・ 試作品・ソフトウエア（既製品）など。

(イ)【中項目】消耗品費：

設備・備品に該当しない補助事業用物品、書籍、研究用試薬・材料・消耗品など。

・消耗品とは「取得価格が１０万円未満（消費税込み）のもの、又は耐用年数が１年未満のもの」です。
･文房具類、照明器具用の一般用事務用品は、計上が認めらません。ただし、事業用設備・備品等に用いられる文房具類等（例：データ等を印刷するプリンターのトナー等、データ等のファイリング用品）は物品費として認められます。

・書籍購入費の年間購読の場合で当該年度に計上できる経費は、交付決定日又は業者との契約締結日から当該年度の3 月31 日までの分です。
b)【大項目】旅費

【中項目】旅費：
「補助事業参加者リスト」【計画様式３】記載の補助事業参加者に係る旅費、外部専門家等の招聘対象者に係る旅費。
1 旅費の算定基準

各実施機関の旅費規程等に準拠します。
2 旅費支出の対象となる者 

（ⅰ）「補助事業参加者リスト」【計画様式３】記載の補助事業参加者（事業担当者、当該事業の遂行に直接必要な研究員・研究補助員等）
･　博士、修士課程の学生への支出は、事業参加者であり、当該事業の成果発表等、旅費対象事由に該当する場合には、実施機関の規程に従って計上することが可能です。 
･　学部生の出張は、研究者の方と一緒に国内出張する場合に限り認められます。 

（ⅱ）外部専門家等の招聘対象者 
③旅費支出の対象となる事由 

（ⅰ）研究成果の発表  

（ⅱ）AMED が主催するミーティング、シンポジウム 

（ⅲ）補助事業チーム内のミーティング 

（ⅳ）外部専門家等の招聘 

（ⅴ）フィールドワーク（観測、試料採取、現地調査等）  

（ⅵ）その他事業遂行上、必要な事由が発生した場合 

④旅費計上の対象 

旅費は、補助事業の用務に係る、出発から帰着までの交通費、日当、宿泊費等が対象。

渡航雑費 (傷害保険料、パスポート交付手数料（費用負担は、５年用を上限とします。）、査証手数料、発券手数料、予防注射料、国内外の空港使用料等)も認められます。
c)【大項目】人件費・謝金

（ア）【中項目】人件費：
事業のために雇用する研究員等の人件費
①雇用の基準 

･　雇用は実施機関が自ら行い、当該人件費・謝金を経費に計上します。 

･　雇用契約に関わる諸条件は各実施機関の規程に準拠します。 
②事業費での雇用対象 

･　補助事業担当者、当該補助事業を遂行するために直接必要な研究員・技術員・研究補助員等。研究補助員等には、研究室に勤務していて当該事業遂行に必要不可欠な集計、資料整理及び当該事業に係る経理事務等を行う者を含みます。（実施機関が、当該実施機関の給与規程等に基づき雇用する場合及び人材派遣会社からの派遣事務員に限る。） 

③その他の留意事項 

･ 人件費には各種手当て、法定福利費を含むことができます。 

･ 事業期間外に支給された給与、賞与は計上できません。
④RA（Research Assistant）の推奨 

AMED では、第4 期科学技術基本計画における推進方策(※)を踏まえ、博士課程（後

期）在学者がRA として雇用される際の給与水準は、経済的負担を懸念することのないよう、生活費相当程度とすることを推奨します。 

※「国は、優秀な学生が安心して大学院を目指すことができるよう、フェローシップ、TA（ティーチングアシスタント）、RA（リサーチアシスタント）など給付型の経済支援の充実を図る。これらの取組によって「博士課程（後期）在学者の2 割程度が生活費相当額程度を受給することを目指す。」という第3 期基本計画における目標の早期達成に努める。
（イ）【中項目】謝金：

講演依頼、指導・助言、被験者、通訳・翻訳者、単純労働等の謝金等の経費
･　講演等を依頼した講師や委員会の委員、及び被験者（アンケート等の謝金）、通訳・翻訳者への謝礼を「謝金」と定義します。
･　当該事業実施に伴い直接必要である場合に限ります。 
･　算定に当たっては、実施機関の規程に基づくものとします。 
･　学部生を継続的に雇用するときは、謝金ではなく、雇用契約を締結し人件費として計上すること。
d)【大項目】その他

（ア）【中項目】外注費

　　 試験･検査業務等、外注して実施する役務に係る経費
· 分析･解析等の事業の開発要素を含まないもの、データベース等のソフトウエア開発に関する費用等

（イ）【中項目】その他（諸経費）：
上記の各項目以外に、業務の実施に必要な経費
例) 研究成果発表費用(論文投稿料､論文別刷費用､HP 作成費用等）、会議費、運搬費、
機器リース費用、機器修理費用、印刷費等
1 研究成果発表費用及び学会参加費について  

･　研究成果発表費用は当該事業に関するものに限ります。 

･　科学雑誌への論文の掲載料、校正料、翻訳等に要する経費を計上可能。
②会議費について 

（ⅰ）会議費に含まれるもの 

･　会場借料 

･　飲食費用（アルコール類除く）※対象となる会議については、下記（ⅱ）を参照。 

･　その他、会議に必要な費用 

（ⅱ）飲食費支出の対象となる会議 

会議等の開催に事業遂行上の必要性が認められる場合、飲料や、食事の時間に係る開催になった際の食事費用は、研究機関の規程に基づく。 

（ⅲ）その他留意事項 

･　学会等参加時に当該事業参加者が支払った懇親会費は対象とならない。  

③リース・レンタルについて 
･　設備等については、購入の他、リースやレンタルも可能。 

④リース料・レンタル料、ソフトウェアライセンス・雑誌年間購読料、保守費等の計上範囲は、 原則として既経過期間のみ。 
⑤実施機関所有の設備・装置の使用について 

･　当該事業に直接使用する実施機関所有の設備・装置について、実施機関の規程等により合理的と認められる使用料が課されている場合は、当該経費を計上可能。 

⑥施設・設備等の保守 

･　取得物品及び提供物品の修理費について、当該事業に直接必要である施設・設備等の保守料・修理費であれば、既存の施設・設備等であっても、計上可能。 

⑦補助事業実施場所借上経費について 
･　当該事業に直接必要であり、専ら使用される事業実施場所については、借上経費の計上が可能。

⑧印刷費について 報告書及び資料の作成費用として計上できる。 
⑨光熱水料について 
･　当該補助事業に直接使用する実験棟、プラント、設備、装置等の運転等に要した光熱水料は、事業費に計上できるが、その額は専用のメーターに基づく支出を原則とする。 なお、専用のメーターが装備されていない場合でも、専有面積、使用時間等を勘案した合理的な積算根拠があり、その使用料を他の研究や業務と区別できる場合には、事業費に計上できる。
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解析





本応募課題の研究代表者の応募時点における、（１）応募中の研究費、（２）受入予定の研究費、（３）その他の活動について、次の点に留意し記入してください。なお、複数の研究費を記入する場合は、線を引いて区別して記載してください。該当がない場合には、「資金制度」の欄に「なし」と記入してください。


「エフォート」欄には、年間の全仕事時間を１００％とした場合、そのうち当該研究の実施等


に必要となる時間の配分率（％）を記入してください。


「応募中の研究費」欄の先頭には、今回NBRPで申請する課題を記載してください。


実質的に同一の課題について、他制度での重複申請の有無　有 ・ 無（該当する方に○で囲って下さい。）





申請者本人への配分予定額





研究開発課題全体（直接経費）の総額


例）（6,000＋1,000（分担者））×3年





事業実施期間全体で申請者本人が使用する総額（予定額）


例）6,000×3年





研究代表者の場合、総額を記載





既に採択済みで研究費を受け入れている又は受け入れる予定となっているもの。適宜読み替え可能。









